
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
背
負
っ
て
、

医
療
・
保
健
•
福
祉
の
一
体
化
と
、

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
つ
く
り
を
め
ざ
す
人
々
の

静
か
な
日
々
の
記
録
。

時
枝
俊
江
監
督
作
品

長
編
記
録
映
画
・
カ
ラ
ー
・
上
映
時
間
2

時
間
5
分

〈
製
作
〉

「
地
域
を
つ
む
ぐ
」
製
作
実
行
委
員
会
／
岩
波
映
画
製
作
所

〈
協
力
〉

佐
久
総
合
病
院
小
海
町
診
療
所
の
み
な
さ
ん
と
地
域
の
み
な
さ
ん

長
野
県
佐
久
総
合
病
院
／
南
牧
村
診
療
所
／
小
海
町
や
す
ら
ぎ
園
／
佐
久
総
合
病
院
老
人
保
健
施
設

南
佐
久
郡
南
部
消
防
署
／
J

A

長
野
県
厚
生
連
／
富
士
写
真
フ
ィ
ル
ム
株
式
会
社

ソ
ニ
ー

P
C
L

株
式
会
社
／
テ
レ
ビ
映
像
／
協
映
／
ぷ
ら
む
工
房

佐
久
総
合
病
院
小
海
町
診
療

「
や
す
ら
か
な
死
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て

゜



〈製作スタッフ〉
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監督／時枝俊江

撮影／小林茂

録音／鈴木彰二
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製作進行／竹中正文
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ネガ編集／松山比呂子

広報デザイン／スタジオ・ポット

題字／若月俊一

「地域をつむぐ」とは—映画の内容
「地域住民のニーズに本当に応えるためには、医療だけでは不充分であり、保健、福祉と手を

携えて活動しなければならない」と、佐久総合病院の若月俊一総長は半世紀にわたって強く主

張されてきました。

小海診療所は、この考え方を実践して、南佐久地方の 1 町 4 村に地域医療活動をくりひろげ

ています。この地域の65歳以上のお年寄りは住民の26％を超えています。医学的、精神的、社

会的なサービスを、いつでも、だれでも、どこでも受けられる町や村にしたい一―ー小海診療所

の17人のスタッフは、村の診療所の医師や保健婦さん、福祉のスタッフ、佐久病院本院の専門

医たちや、老人保健施設の人々と、幅広いネットワークの網の目をつむいでいきます。つむが

れてゆく糸の間から見えてくるものは、日本の地域医療、ひいては地域社会がかかえる数々の

課閣です。この映画は山村の診療所から全国の地域を担う人々へおくる「地域をつむぐ」ため

の問いかけであり、共に考えるための呼びかけです。

時枝俊江監督作品
長編記録映画・カラー・上映時間2時閻5分tクcc•

佐久総合病院小海町診療所から

地域医療の現在とこれからの課題—佐久総合病院小海町診療所清水茂文
近年、医療分野のみならず広く社会の中で、地域医療という言莱が使われるようになった。

地域の中で実践されている保健医根福祉の諸活動を総称してそう呼ばれているが、やや、曖味

である。私共は地域医療の基本的あり方を、住民参加を碁本とし、ヒューマニズム・民主主義・

協同の精神にもとづいて、生命と健康を守り、豊かで文化的な姪らしを築き、安らかな死を実

現すべく保健医旅福祉に 1掲わる人たちの主体的実践を通じて、その地域に多様で有機的なネッ

トワークを作ってゆく活動の総体であると考えてきた。しかしこれらの活動を行なおうとする

と、現在の総医療貨抑制政策や福祉諸施策の抱える矛盾に突き当たり、そのしわ寄せを自治体

や住民、それに私共医療機関が受けることになりうまくゆかぬことも多い。本来公共の責任に

おいてなさねばならぬことであるが、それが充分とはいえない。そこに地域医療の様々な問題

が出てくる。私共は住民ニーズに沿わぬ施策には抵抗しなければならないし、闘う必要がある

と考えている。これからの地域医療は、地域づくりの中に位置づけられる必要も出てきた。地

域活性化、地域再生策との関わりの中で、地域医療活動の展開を模索することが大切である。

それは、地域住民とともに、これまでにない新しい文化を創り出す連動だといいかえること

ができるだろう。

地域の声を聴く達人たちー監督時枝俊江
小海診療所の、清水先生を中心とする 17人の医療スタッフは、お年寄りや、お年寄りを介護

する人たちの「声」を聴きとる達人でした。この達人たちと地域医療のネットワークをひろげ

る町や村の保健婦さんたちもまた、人々の「声」に注意深く耳を傾ける人たちでした。小さな

つぶやきも吐息も聞き逃さずに 。人なつこい信州の方言で語られるたくさんの言葉、聴診
器に伝わってくる体内の音、脈をとる指先への鼓動……医療スタッフはさまざまな形の「声」

が伝えてくる安心と不安、希望と孤独を静かに受けとめて、次の方法をつくりあげていきます。

私たちは、この「声」を聴く人たちを追って、 1 年余りにわたりカメラとマイクを向け続け

ました。この映画から、少しでも地域の「声」を聴きとっていただくことを顛っています。

3/28（土）より慮Ioそ一：、ノり＆レイト~3一！！ ●映画についてのお問い合わせ
「地域をつむぐ」製作実行委員会

ば閲塩盆溢昌雪。一
特潤鑑貧券1500円好評充元中！！
（当日／一般1800円、大学・高校生1500円、中・小・シニア1000円）

［※「ある老女の物霞」の半勢をお持ちの方は、1500円でご覧いただけます。J疇
岩波映像販売内
〒 113 東京都文京区本郷 3-4-3
TEL: 03-5689-2601 

FAX: 03-5689-2685 


